
　今後の活躍が期待される若手アーティストやアート
の分野で頑張るアマチュアの方に、「びわ湖ホール」で
演奏や展示を披露していただく

「びわ湖・アート・フェスティバル」
が２０１５年３月に開催されまし
た。これは滋賀県と実行委員
会が主催のイベントで、地元
の文化芸術活動振興のため、
２０１１年よりＫＥＩＢＵＮが企画・
制作を受託しています。

　お客さま参加型のコンサート「ＫＥＩＢＵＮ第九コン
サート」は、年末の風物詩として定着しています。３０回記
念となった２０１４年１２月の公演では、世界的指揮者
の大植英次氏を招き、盛大に開催しました。

●第九コンサート

　滋賀銀行のCSRリポートは、「ＣＳＲ憲章」に掲げている
「地域社会」「役職員」「地球環境」との「共存共栄」という
理念が、わかりやすく随所に浸透した報告書となって
います。このことは、さまざまなCSR活動が地道に展開
され、開花してきていることのあらわれです。また、内容が
当初に比べ格段に進歩してきたことは、これまでも他の
人たちからもご指摘があります。特に、読み手にやさしい色
使い、多様な活動事例を用いるなどの記事の配置や従
業員の顔が見える記事など、どれ一つとってみても、
「もっと読みたい」と思わせる内容になっています。
　地域密着型金融機関として「地域社会との共存共栄」は
重要なテーマです。「地域・お取引先の成長なくして当行の
成長なし」という思いを形にするために、先駆的に「地域
振興室」を設置されました。地域社会との連携の拠点と
窓口担当が明確になったこと、また、滋賀県との「地域
密着連携協定」を締結され、滋賀県の持続可能な成長を
目指して地域経済への貢献に取り組む姿勢を内外に
明示されたことは大きな意味をもつものと言えます。
　今後は、その協定に基づく具体的な取り組みを、月刊

経営情報誌「かけはし」や季刊文化情報誌「湖」などでも積
極的に取り上げ、地域社会に向けて強いメッセージを発信す
ることで、その認知度が向上し、引いてはさまざまな地域の
団体や機関との連携を促進することにつながると思います。
　また、社会貢献・地域貢献の取り組みも注目に値します。
かねてより、お客さま満足度向上を目指したお客さま
目線のサービスの改善や「しがぎん福祉基金」を通じて
県内における先進的な地域福祉活動に対して助成・
サポートをされてこられました。
　特に最近では、助成団体の中に地域住民の願いに応
じた独自の取り組みを開始する特定非営利活動法人も
増えるなど、この基金の助成を受けることによってさら
にその活動の発展が期待できます。このように県内の
社会福祉・地域福祉の発展を金融機関ならではの支援
によって支えていることは高く評価できます。
　今後は、そうしたお客さま目線のサービス改善や地域
福祉の活動を地域に知らせていく取り組みが求められ
ます。地域の皆さまにとって、地域振興や地域福祉の中身
が身近になることが重要だと思います。
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当行は、関連会社「株式会社しがぎん経済文化センター（以下ＫＥＩＢＵＮ）」と連携し、
地域経済の活性化と、文化の振興を願って、さまざまな情報発信や文化事業を行っています。

文化の取り組み

　滋賀県の自然や歴史、風土、芸術、文化などを広く
紹介する季刊文化情報誌「湖」やKEIBUN友の会
会員向け情報誌「club keibun」を発行。ホームページ
（http://www.keibun.co.jp）でもさまざまな文化
情報を発信しています。●地元アーティストの育成サポート

　～しがぎんホールシリーズ～
　滋賀ゆかりの演奏家の活動をサポートするため、
滋賀銀行本館２階にあるしがぎんホールでは、数多く
のリサイタルや室内楽の公演を開催してきました。
滋賀ゆかりのアーティストによるコンサートを年間
５～６回行い、地元の皆さまに親しまれています。

　地域の皆さまに余暇を楽しんでいただくため、１９９８年
より「文化講座」を開講しています。大津市、草津市、
長浜市の計３カ所での全１６講座や、特別講座も開講
しています。リピーターとして毎年受講いただいている
方がたくさんおられ、
講師の方も本講座の
受講生の熱心さに
驚かれています。

音楽で心と生活を豊かに ＫＥＩＢＵＮ文化講座の開講

各種情報の発信

びわ湖・アート・フェスティバルの
企画・制作

第三者
意見
地域社会との

共存共栄について

●文化情報の発信

　滋賀銀行のシンクタンクとして
経済調査業務やコンサルティング
業務を通じて、皆さまへの幅広い
サポートを行っています。月刊
経営情報誌「かけはし」では、県内
経済動向やアジア情報など、
経済の最新情報や日々の経営に
役立つノウハウを紹介しています。

●経済情報の発信
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長上先生から、当行の長年にわたるＣＳＲ
活動に対して、温かい励ましのお言葉を
頂戴しましたことは誠に心強く、今後の励み
となるものと、深く感謝申し上げます。
　当行は、「ＣＳＲ憲章」に掲げる３つの「共
存共栄」の実現こそが、地域社会の発展と
持続可能な社会づくりにつながるとの
強い信念を持って、地道な活動を展開して
まいりました。これからも今まで以上に、

当行の活動に「力強いメッセージ」を込めて
あらゆる機会を通じて発信し、地域社会と
の連携を図っていくことが当行の使命であ
ると認識しています。
今後とも、地域社会と手を携えて、10
年・20年後の地域社会の「未来」を創ると
の気概を持って、地域密着型金融の深化
に努めてまいります。

【第三者意見をうけて】

龍谷大学
社会学部教授

長上 深雪

1989年、龍谷大学の滋賀県瀬田
キャンパスの開設にともない、社会
学部専任講師として赴任。２００１年
より社会学部教授。２００７年より
社会学部長、キャリアセンター長
を経て、２０１５年より学生部長。専
門は社会福祉学。現在、しがぎん
福祉基金理事、京都市コミュニ
ティ活性化推進審議会委員、京都
市社会福祉審議会地域福祉分科
会委員など。
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